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総合雑誌『太陽』の本文の様態と電子化テキスト



















































































































































































































































































































v素 記事 題名・著者・著作権・保護期限・ジャンル 複数の「行」
行 id（原文での位置を示す） テキストと「外掌」「r」「注」「br」
行内要素 外字 文字鏡・岬町 テキスト（漢字または謹1文字）
r 震（振り仮名） テキスト（原則的に漢字1文字）
注 原文・規範形・分類
br なし
◎「太陽タグ『太陽』1冊分の情報を要素とするルートタグ。
「年」属性一『太陽gの刊行年（西暦）。
「号」属性一一『太陽』の号数。
「Version」属性一tl太陽s　XML文書のバージョン。
◎「記事」タグ　『太陽』に含まれる記事の一つを要素とする。記事の範囲はR次にとられている
かどうかを犀安として決定した。
「題名」属性一一記事の題名。
「著者」属性一記事の著者eペンネームなどはその著者の代表的な署名で示した。
「著作権」属性一記事が著作権保護期限内であるかどうかを示す。
「保護期限」属性一著作権保護期限を年（西暦）で示す。
「ジャンル」属性一記事のジャンル。原文の欄名（論説・小説等）を指標にした。
◎「行」タグ　原テキストでの1行を要素とする。
「idj属性一原文における頁・段・行を「001AO1」（1頁上段1行目）の形式で示す。
◎「外字」タグ　3．8に述べたJIS外字や準包摂字の画像や関連する情報を蓑すためのタグ。　e今昔
文字鏡sの番号を用いる7。
「文字鏡」属性一一一原文の字形にもっとも近い『今昔文字鏡9収録字の文字番号。対応する文字が
見つからない場合（文字鏡外字）は空とした。
「記号」属性一文字鏡属性を補足する情報。文字鏡外字には独自の記号を入力した。また原文の
字形と文字鏡の字形との問に違いがあると判断した文掌（文字鏡異体字）には「？」を入力した。
対　象 方針と用例．
準包摂字 同一視した字を外字タグで囲む。
瘁F露清密約として傳へらる》條く外字文宇鏡寓”16085”〉款〈／外字〉の内容は 欺
文宇鏡
O字
記号属性に独自の記号を入力。
瘁F運輸交通の利便をく外字文字鏡置””記弩置”T23”〉鋏く／外宇〉くに至り， 鉄
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J王S外字 齋を外宇タグで囲む。
瘁F人の祉會を化して〈外字文宇鏡＝”40001”〉瓢〈／外字〉より醇に赴かしむ 醜
文字鏡
ﾙ体掌
記号属性に「？」を入力。
瘁F化學的に風化く外字文字鏡＝”42302”記母＝”？”〉竃〈／外字〉齢するときは，
難（母一類〉
喚呼鏡
O字
記号属性に独自の記丹を入力。
瘁F爾も目く外字文字鏡置””記号輿”TO1”〉齋〈／外字〉のない廣い礎で 璋
◎「rl（ルビ）タグ　振り仮名の情報を示すタグ。予期的に漢字一宇ごとに付与した。ただし熱字
訓については語に対して付与した。
「rt」属性一振り仮名。全ての「r」タグがもつ。
　　例：〈rrt：”かみ”〉髪〈／r＞〈rrt＝”ゆひ”〉結＜／r＞〈r　rt＝”どこ”〉床＜／r＞のくrrt＝”かど”〉角
　　　　＜／r＞を
　　例（熟字訓）：〈rrt＝”ひとりごと”〉評語＜／r＞，〈rrt＝”うなつ”〉首肯＜／r＞いて
◎「注1タグ　「注」情報を含む空要素タグ。誤植・誤用等につき原文に手を加えた「修正」注と，
規範形からは外れるが原文に手を加えなかった「ママ」注との2種類があり，それぞれ原文属性
または規範形属性のいずれか1つと種類属性をもつ。振り仮名に対して注記をつける場合には振・
り仮名付きの漢字全体につけることとした。属性中の振り仮名は漢掌の直後の［］に入れた。
「原文」属性一「修正」注がもつ。原文の形を示す。
「規範形」属性一「ママ」注がもつ。規範形を示す。
「分類」属性一3に記した通り，「修正」注（A誤字・B衛字・C脱字・D転倒・E欠損・F濁点脱
落・G仮名遣）と，「ママ」注（1語形・2語法・3漢字表記）のそれぞれの種類を示した。
　　例（修正）：長さ〈注原文＝”長き”規範形＝””分類＝”A誤字”／〉百六十メートル
　　例（ママ）：裁判所開成法はく注原文＝””規範形＝”裁判所構成法は”分類＝”3漢字表記”／〉
⑨「br」（改行）タグ　原文での意識的な改行（段落末・箇条書きなど）を示す空要素タグ。原文で
の改行位置にこだわらない形式の文書に変換した場合にも改行として示される必要がある箇所に
挿入した。原文で行末が文末と一致しており，段落ごとの宇下げが行われていない場合などには
挿入すべきかどうかを個々に判断した。
4．2．2．TXTファイル
原文の行にあわせて改行し，行頭に原文位置を示す出典コードを付したテキストファイル。ルビ
は漢字の直後の［］内に入れた。岡梱のperlスクリプトによって検索することができる。
4．2．3．HTMLファイル
WEBブラウザで本文を閲覧するためのファイル。冒頭にリンク付きの目次を設け，外字を文字鏡
研究会のサーバ上の画像で表示するほか，ルビも表示する。注記は「注」記号をクリックするこ
とで表示される。
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4．3．　検索・形式変換ツール
4．3．1．PLファイル
甕TTFIND、　PL　TXTファイルを検索するためのper1スクリプト。ファイル中の改行や出典コー
ドを除去した全文検索が可能で，正規表現を用いることができる。結果は記事情報付きのKW王C
形式で二二される。詳しくはttfind．p1ファイルの冒頭を参照。
4．3．2．HTAファイル
XMLファイルを直接利用するためのアプリケーション。いずれもWindows用Internet　Explorer
5が必要。詳しくは各アプリケーションの「使い方」を参照。
9e　TX　FIND．　HTA体文検索ツール）XMLファイルを全文検索し，用例を表示するHTML
アプリケーション。正規表現を用いた検索ができ，ジャンル別の検索対象指定も可能である。ま
た，検索対象として，ルビなし・ルビ付き・ルビを開いたテキストのいずれかを選ぶことができ
る。結果は指定した文脈長のKWIC形式で表示され，ファイルへの出力やクリップボードへの＝
ピーを行うことができる。
圏TX　CONV．　HTA（XSL（T）変換ツール）XMLファイルと次に述べるXSLファイルを組み合
わせて別の形式のファイルを生成するためのHTMLアプリケーション。変換結果をブラウザで表
示したり，ファイルに出力したりすることができる。
4．3．3，XSLファイノレ
XMLファイルを各種の形式に変換したり，　XMLファイルから特定の情報を抜き出したりするた
めのファイル。Internet　Explorer　5に実装されているXSLに準拠した。変換結果の詳細はREADME
ファイルを参照。
ファイル名 概　　　要
hor1，xsl 原文通りに改行した行番号付きのテキストファイルを生成する。ルビは削除す
驕B
rubxs1 原文通りに改行した行番号付きのテキストファイルを生成する。ルビは漢字の後ﾌ［〕に入れる。（TXTファイル）????
Plain．xsl プレーンテキストファイルを生成する。
htm＿rich．xs1本文を閲覧するためのHTMLファイルを生成する。（HTMLファイル）
htm＿hon．xsl原文通りに改行した行番号付きのHTMLファイルを生成する。
htm＿SlnpLxs1外字画像などを使わないシンプルな頚TMLファイルを生成する。
tex．XS1 TeX（pLaTeX　2e）形式のファイルを生成する。
gaiji．XS1 外字の一覧（出現順）を生成する。????
gai3ic．xsl 外字の一覧（コード順）を生成する。
st3．xsl
記事に関する情報（題名・著者・著作権・保護期限・ジャンル・開始位置・終了
ﾊ置）の一覧を生成する。
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tyu．xsl 注の一覧（種類順）を生成する。
4．4．試験公開について
・「：太陽コーパスVer　O．3（1901本文テキスト）」（約35MB）は，国立国語研究所が公開準備中の「太
　陽コーパス」の一部について，研究を目的とする利用希望者（個人）に対して，試験的に公開す
　るものである。
・試験公開の目的は，利用者の意字を完成時の最終版に生かすことにある。本コーパスへの意見，
　要望，誤りの指摘等を寄せてほしい。
・本コーパスを利用して研究成果を発表する場合は，利用した旨を明記すること。また，抜刷等
　を国立国語研究所国語辞典編集室に送付すること。
・本コーパスの全体あるいは部分について，複写物や加工物を流通させてはならない。
・以上の条件に同意し，本コーーパスの利用を希望する場合は，氏名，所属，連絡先（住所，電話番
　号，E－mailアドレス），具体的な研究目的を明記し，　mtanaka＠kokken．go．jp（圏中牧郎）に申し
　込んでほしい。本コーパスを無料で提供する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　『太陽』が，時代の潮流のなかでどのような意味をもっているのかについては，国際日本文魚心
　究センター一（1996－1999），永嶺（1997）が詳しい。『太陽』がどのような層の日本藷を反映しているの
　かを考える場合にも，この二つの研究は参考になる。
2　もともとは国語辞典編集のための用例採集事業の一一環として，9太陽』からスカウト式によって
用例を採集していたものを，コーパス構築を目的とする研究事業へと変更した。その聞の経緯は，
　田中（1998），木村・加藤・田中（1999）に述べた。
3　「太陽コーパス」は，Ver　O．2までは内部資料。試験公開は本バージョンが最初である。
4　単位認定，品詞体系，検索システム等，検討を要することがらが色々あるので，別の機会にま
　とめたい。スカウト式用例採集方法とこの方法で得られた語の性格については，木村・加藤・田
　中（1999）に概略を述べた。
5　Extensible　Markup　Language（拡張可能なマーク付け言語）。　XMLについてはW3C（http：／／
www。w3．org／XML）の他，日賦XMLユーザーグノ1・’一・一一プ（http：／／www，xmLgr．lp／），　XML　FAQ（http：／／
www．fxis．co．jp／DMS／sgml／xml／xmlfaq．html）等が参考になる。
6　要素とはそれぞれの開始タグ（〈タグ名〉）と終了タグ（〈／タグ名〉＞によって囲まれる情報，空
要素タグとは開始タグと終了タグとの問に何の要素ももたないタグ（多くくタグ名／〉の形式をとる），
属性とは開始タグまたは空要素タグ内にくタグ名属性名＝”属性値”〉の形で付与される情報，ルート
要素とはこれ以外のすべての要素を含む最上位の要素をさす（用語の正確な定義はW3C勧｛釜XML
　LO（http：／／www．w3．org／TR／1998／RεC－xm1－19980210・fi本語訳http：／／www．fxis．co．jp／DMS／sgml／xml／
rec－xmLhtml）を参照）。また，本稿でいうブロック要素とは原文における一定の領域を構成する要
素，行内要素とは虫にテキストを修飾するための要素をさす。
7　跨昔文字鏡』Ver2。00によった。その詳細は，文字鏡研究会（http：〃www．mojikyo．gr．jp／）等を
参照。文字鏡番号1～49964までは，諸橋轍次著9大漢癩辞典』（大修館書店）の番号と共通。なお，
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『今昔文掌鋤に未収録の文掌については今後，文字鏡研究会に登録を申請する予定である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　配
　『太陽』本文の電子化は，国立国語研究駈国語辞典編集室の事：業課題「国語辞典の編集」（1988－2000
年度），および，科学研究費創成的基礎研究「国際祉会における日本語についての総合的研究」（研究
代表者：水谷修，1994－1998年度）研究班4の研究課題「情報発信のための雷語資源整備に関する研究」
のなかで進めてきた。本文電子化に着手した1995年度以後の担当者は次の通り（所属は撫帯した当時
のもの）。小椋秀樹・加藤安彦・木村睦子・笹野宏之・田中牧郎・中山典子・藤原浩史・山口昌也・
山田貞雄（国語研），飯島満・石山順子・乾とね・大塚みさ・緒方町裕・小木曽智信・奥村大志・貝
美代子・小島聡子・中尾地割子・服部紀子・本多久美子・吉川明日香（国語研非常勤〉。また，所外か
ら次の方の協力も得た。大木一夫（埼玉大学），柴閏雅生（明星大学），島田泰子（香川大学），服部隆
（上智大学），馬場俊臣（北海道教育大学），平澤啓（和歌由大学），湯浅茂雄（実践女子大学）。
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